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発展している今では、店頭販売が大きな影響があ
り、これから実店舗はどうなるのか、それも研究
したいものである。日本でも、コンビニエンスス
トアの未来は厳しくなっている。コンビニエンス
ストアのメリットは自分の家からすぐ近くにあ
り、どの時間帯に行っても、ほとん どの物が手
に入るからこそ、スーパーなどで買うよりも数割
増の値段の商品が売れることである。現在、その
24時間営業強みが弱まってきている。それに対
して、現在はコンビニエンスストア業界が具体的
にどんな手段を使っているのかも研究したい。
　第三章は日本と中国のセブンーイレブンを事例
として比較する。特に経営方針や経営理念などを
中心に、二つ地域の違う点を研究する。また、台
湾を含めて、それらの違いを述べ、なぜセブン―
イレブンはそんなに流行っているだろうとその原
因も調査しようと思っている。
　第四章はコンビニエンスストアの未来である。
日本のコンビニエンスストアは今大きな転換期を
迎えている。高齢化社会の進展、単身者や共働き
世帯の増加などがコンビニ業に大きな影響をさせ
ている。中国のコンビニ業界では、上海、北京な
どの大都市では飽和状態となっているが、他の中
都市はどうでしょう。そして、日本のコンビニエ
ンスストアは雑貨店がないというメリットがあっ
て、中国は日本と違って、食品や日用品を売って
いる雑貨店が多いから、コンビニエンスストアの
強みが出さないと、競争力が低くなるからである。
だから、コンビニエンスストアはうまくいけるに
は、まだまだ苦労しなければならないから、どう
すれば生き残れるのがなどをもっと研究したいと
考えている。
　最後の結論では、三つ結論を述べる。第一の結
論はチェーン店として、メリットとデメリットを
探すことである。第二の結論は日本と中国のコン
ビニエンスストアの経営戦略の違いとその原因を
述べる。第三の結論はコンビニエンスストア未来
の予想である。
